
第Ⅱ部 各  論 
 



第１章 既存資料解析 

 

１－１ 地質概要 

主として 1/500,000 金属鉱床地図(Dirección General de Minas e Hidrocarburos et al.，1992)及び

Guerrero(2002)に従って，本地域の地質を概観する(第 II-1 図，第 II-2 図)。 

地質構造区分は，グアテマラ国から連続する中米北部山脈構造区，南部太平洋岸沿いの第四

紀火山帯とこの間に広がる中央山岳構造区の 3 つに区分される。これらはほぼ東西の方向性を有

する。 

中米北部山脈構造区は，ホンデュラス国西部～中部にかけての大半を占め，古生代の変成岩，

中生代の堆積岩類とこれらに貫入した火成岩などからなる。 

中央山岳構造区は，第三紀の火山岩類が分布し台地や山岳地形を形成する。 

第四紀火山帯には第四紀の玄武岩類が分布し，一部に明瞭な火山地形を示す。 

同国の地質は，下位より Cacaguapa 層群(先石炭紀?～二畳紀)，Honduras 層群(ジュラ紀～白亜

紀前期)，Yojoa 層群 (白亜紀前期)，Valle de Angeles 層(白亜紀後期)，Matagalpa 層(漸新世)，

Padre Miguel 層群(中新世)，第四紀層，貫入岩類などで構成されている。 

ホンデュラス国の基盤岩は古生界の Cacaguapa 層群で，北部のグアテマラ国境付近から東部に

かけて広範囲に分布している。同層は結晶片岩，片麻岩，結晶質石灰岩などの変成岩からなり，白

亜紀や第三紀の深成岩類の貫入を受けている。 

Honduras 層群は Cacaguapa 層群を不整合に覆って，調査地域東部に広範囲に，中央部に小規

模に分布している。構成岩類は，海成の砕屑岩類(礫岩～頁岩)及びその結晶片岩であり，部分的

に火山性堆積物を挟在している。 

Yojoa層群(石灰岩)及びValle de Angeles層は，Honduras層群を不整合に覆って，西部～東部地

域，Tegucigalpa北東部に広く分布している。Yojoa層群は岩相に側方変化が認められ，岩相に基づ

きYojoa層(石灰岩)，Todos Santos層(礫岩，砂岩，頁岩，部分的に石灰岩)，Tipo Rio Manto火山岩

(安山岩及び火砕岩)に分けられている。これらを整合に覆う Valle de Angeles 層は，赤色砕屑岩類

(礫岩，砂岩，頁岩)からなり，石灰岩層(Jaitique 層)を挟む。 

Matagalpa 層や Padre Miguel 層群などの第三紀火山岩類は，調査地域の南縁境界に沿って広く

分布している。Matagalpa 層は，暗灰色塩基性～灰色中性火山岩類を主体とし，砂岩，砂岩･泥岩

互層，泥岩層を挟在する。Padre Miguel 層群は白色酸性火山岩類(イグニンブライト等)を主体とし，

局所的に安山岩～玄武岩を挟在する。 

第四紀層は，段丘堆積物と玄武岩(洪積層)や砂礫，シルト，粘土層(沖積層)からなる。前者の大
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規模な分布は Yojoa 湖の北方，Tegucigalpa 南西方や南方に認められる。玄武岩は主として黒色ガ

ラス質で，一部に同質火砕岩を伴う。 

花崗岩～閃緑岩からなる貫入深成岩類は，同国の北西部，北部～東部に存在し，一部で比較的

大規模な岩体を形成している。 

調査地域内に認められる主要構造線には，調査地域中央部やや西よりを走る NW-SE 系 Santa 

Bárbara 断層，NW-SE 系 Otoro 断層，N-S 系 Goascoran 断層及びその北方延長部，調査地域東部

を走る NE-SW 系 Guayape 断層がある。このうち，Goascoran 断層は，ホンデュラス国を N-S 方向に

縦断する Honduras Depression の一部を成している。 

 

１－２ 鉱化･鉱徴の特徴 

ホンデュラス国では，天然資源省鉱山石油総局(DEFOMIN の前身)による調査により，232 の鉱

山や鉱徴地の存在が知られ，分類，評価された。 

主な鉱化作用は，Cacaguapa 層群に貫入した花崗岩類周辺部，Yojoa 層群，Matagalpa 層分布域

に認められる。更に，最近の調査･開発により熱水型金鉱床がValle de Angeles層やMatagalpa層中

に認められている。 

同国での主な鉱化作用は，El Mochito 鉱山に代表される Yojoa 層中の石灰岩層を交代したスカ

ルン型鉛･亜鉛鉱床と San Andrés 鉱山，Vueltas del Río 鉱山，San Martín 鉱山に代表される熱水型

金鉱床がある。 

調査地域周辺の主要鉱化･鉱徴地を，第 II-1 図及び第 II-1 表に示す。 
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第２章 衛星画像解析 

 

２－１ 目的 

衛星データの持つスペクトル情報及びテクスチャー情報を利用し，地質単元区分図，リニアメント

図を作成して広域的な地質構造を把握し，併せて鉱化変質帯を示唆すると考えられるスペクトル異

常域を抽出することにより，調査地域における鉱物資源賦存ポテンシャル評価のための基礎資料を

提供することを目的とする。 

 

２－２ 使用データ 

使用データは，RADARSAT SAR と LANDSAT TM である(第 II-3 図)。 

 

２－３ 作成画像 

 次の画像を作成した：1)RADARSAT SAR 画像，2)LANDSAT TM フォルスカラー画像，

3)LANDSAT TM 比演算画像，4)SAR 画像と LANDSAT TM 画像の合成画像(第 II-4 図)。 

 

２－４ 解析結果 

２－４－１ 地質単元区分及び地質構造の解析 

RADARSAT TM 画像及び LANDSAT TM フォルスカラー画像から，地質単元区分･地質構造解

析を判読した。判読結果を第Ⅱ-5 図に示す。 

 

２－４－２ 比演算画像の解析 

調査地域は植生地域であるため，比演算画像から地質情報を抽出することができなかった。 

 

２－４－３ 鉱床賦存有望範囲の抽出 

第 II-5 図から，鉱床賦存有望範囲を以下のように抽出した。 

(1)Ky(Yojoa 層)分布域：スカルン型接触交代鉱床 

UTM 座標で(E<510km，N>1580km)の該当範囲 

(2)G(花崗岩類)分布域：熱水鉱床･(上記(1)と重複する場合スカルン型接触交代鉱床) 

1)Higuero Morado 地区，2)Santa Bárbara 約 20km 南東方，3)Santa Rosa de Copán 約 20km 北方 

(3)陥没構造分布域：熱水鉱床 

1)Guasucarán 地区，2)Cedros 地区，3)調査地域西端 
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第３章 各地区の地質･鉱徴 

 

3 年にわたる調査で，調査地域内の 13 の地区の地質調査を実施した。13 地区の模式層序図を，

地質図･地質断面図･鉱徴地位置図の凡例とともに，第 II-6 図に示す。以下に 13 地区の地質調査

結果，さらに地区外の主要鉱徴地の特徴を示す。 

 

３－１ Ocotepeque 地区 

３－１―１ 地質 

第 2 年次に地質概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-7 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Honduras 層群，2)Matagalpa 層，3)Padre Miguel 層群，4)第四紀玄

武岩，5)沖積層である。地表には Padre Miguel 層群(K-Ar 法年代値=15.5±0.4Ma)が広く分布する。

同層の基底は起伏のある不整合面で，下位の Honduras 層群からなる凸部が地区の中央部の El 

Matasano で小規模に，Matagalpa 層からなる凸部が地区東北部の El Aguaje 付近で中規模に地表

に露出している。第四紀玄武岩は，Padre Miguel 層群を覆って，本地区の北東部に分布している。

本地区では，本層の風化部が部分的に赤色土壌様の特徴的な岩相を示す。 

 

３－１－２ 鉱徴 

El Durazno と La Culeblina の 2 鉱徴地が存在する。これらのうち，後者は現地確認できなかった。 

【El Durazno】 

NE-SW 方向に伸びる延長約 40m のオープンピットにより Sb 鉱を出鉱した。現在は，その南西端

が輝安鉱を含んで小規模に露出するものの，オープンピット本体は河床下に埋もれている。周辺母

岩は，強程度付加型珪化，弱程度粘土化している。オープンピット北東端から約 50m 北東方にも旧

坑があり，中程度の珪化を受けた黄色粘土(セリサイト/スメクタイト混合層鉱物，スメクタイト，緑泥石)

化岩が分布している。混合層鉱物の K-Ar 法年代測定値は 7.7±0.2Ma である。 

 

３－２ Erandique 周辺地区 

３－２－１ 地質 

第 3 年次に地質概査を実施した。地質図･地質断面図を第 II-8 図に示す。 

分布する地層は，1)Padre Miguel 層群，2)湖成層，3)第四紀玄武岩である。Padre Miguel 層群は

地区一面に分布している。本地区の地質は，Padre Miguel 層群を切る破砕帯によって特徴づけられ

る。すなわち，本地区の東側，西側それぞれには，全体として NNW-SSE に伸びる破砕帯が発達し
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ていて，両破砕帯に挟まれた範囲に地溝，その両側に地塁が形成されている。湖成層は，東側の

地塁から供給された Padre Miguel 層群起源の砕屑物質が地溝内に溜まって形成された。第四紀玄

武岩は西側の破砕帯に沿って分布しており，破砕帯沿いの弱線部がマグマの通路となったものと考

えられた。 

 

３－２－２ 鉱徴 

既存資料では，本地区で知られる鉱徴はオパール化変質作用のみである。オパール化変質は熱

水作用の存在を示す。しかし，現地調査の結果，オパール化変質は第四紀玄武岩の後火山活動の

可能性が高く，金属鉱床を随伴する期待は薄いことが明らかになった。現地調査では，また，極小

規模な粘土脈を認めたが，その他の鉱徴は認められなかった。 

その一方，沢砂地化探の結果(第 II-9 図)は，本地区における鉱化作用の存在を示唆した。すな

わち，本地区ほぼ東半分全体の沢砂が Hg の異常で，ほぼ西半分全体の沢砂が Zn の異常を示し，

東側の破砕帯を通って Hg に富む流体が，西側の破砕帯に沿って Zn に富む流体が本地区に流入

したことが示唆された。また，地区中央南部の Dolores で 57ppb の Au の異常を検出され，アクセス

が困難で地質概査が実施できなかった，Dolores－Cerro el Cerrón－El Derrumbe－San Rafael－

Dolores を結ぶ範囲に Au の鉱徴地が存在することが示された。 

 

３－３ Quitagana 地区 

３－３－１ 地質 

第 2 年次に地質概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-10 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Yojoa 層，2)Valle de Angeles 層，3)Matagalpa 層，4)Subinal 層，

5)Padre Miguel 層群，6)沖積層である。前 2 者は全体として緩く褶曲した後，NE-SW 系，NW-SE 系，

WNW-ESE 系断層により切られ転移，その後漸新世末までは主として浸食に曝された。Padre 

Miguel 層群は，それ以前の地層を不整合に覆って，地区南西部，中央部～東部に広く分布してい

る。 

 

３－３－２ 鉱徴 

El Caliche，El Molo，Matasano，Ocotillo，Puente del Diablo，Quitagana の 6 鉱徴地が存在する。

これらのうち，Ocotillo，Puente del Diablo は現地確認できなかった。 

【El Caliche】 

Jaitique層中に胚胎する網状熱水脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種はSbである。
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鉱石鉱物は，輝安鉱，輝安華である。セリサイト変質を伴う。 

【El Molo】 

Valle de Angeles 層中に胚胎する網状石英脈タイプの Sb の鉱徴地である。鉱石鉱物は輝安鉱で

ある。付加型珪化，炭酸塩化変質を伴う。トレンチ跡や坑口の形状や分布は，鉱化作用が NW-SE

系断裂に規制されていたことを示唆する。 

【Matasano】 

Valle de Angeles 層中に胚胎する網状石英脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は

Ag である。鉱石鉱物は，四面銅鉱，方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄鉄鉱で，Ag 品位は最高 1290ppm ある。

39.5±1.0Ma の K-Ar 法年代値を示す変質セリサイトを伴う。 

【Quitagana】 

Jaitique 層中に胚胎するスカルンタイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Pb，Zn，Cu

である。鉱石鉱物は，閃亜鉛鉱，黄銅鉱，方鉛鉱，黄鉄鉱である。Pb，Zn，Cu の最高品位はそれぞ

れ 418ppm，49.12%，7.59%で，Au，Ag は低品位である。スカルン鉱物には，単斜輝石，ざくろ石，

緑れん石が認められる。西流する沢を囲む斜面に多数の坑道が存在するが，水没等により入坑でき

ない。しかし，本鉱徴地では坑口や露頭に広く高品位の鉱石が露出しており，地質概査レベルでも

本鉱徴地の有望性は十分にうかがうことができる。ただし，本鉱徴地の開発をさらに進めるには鉱区

関係の複雑さの解決が避けて通れない。実際，U.N. Revolving Fund や Breakwater Resource 社が

有望鉱床と見なして本鉱徴地で多数の試錐を含む調査を実施しているものの，未だ開山に至って

いない。 

 

３－４ Marcala 地区 

３－４－１ 地質 

第 2 年次に地質概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-11 図に示す。 

分布する地層は，Padre Miguel 層群のみである。 

 

３－４－２ 鉱徴 

既存資料では，鉱徴地は知られていない。 

現地調査では，地区南東部の Cerro el Cerrón が Guasucarán 類似の珪化岩から成る小丘であるこ

とを見いだしたが，金属元素の品位は低かった。 

 

３－５ Comayagua 地区 
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３－５－１ 地質 

第 2 次及び第 3 年次に地質概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-12，13

図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Valle de Angeles 層，2)Matagalpa 層，3)Padre Miguel 層群，4)第四

紀玄武岩，5)沖積層であり，貫入岩に石英モンゾナイトがある。Valle de Angeles 層は，Matagalpa 層

を一部に伴って，Tepanguare，Coyolito，El Playón 鉱徴地付近に露出するが，周辺一帯は Padre 

Miguel 層群(K-Ar法年代値=11.8±0.3，6.8±0.4Ma)に覆われ，更にその一画を覆って第四紀玄武

岩が分布している。沖積層は，Honduras Depression の一部をなす地区東端部の低地に分布する。

石英モンゾナイトは，Tepanguare 鉱徴地近傍の Cerro El Palmar に小規模に露出する。 

 

３－５－２ 鉱徴 

Chanton，Mina Marin，Tepanguare，Coyolito，El Playón，Guangololo の 6 鉱徴地が存在する。こ

れらのうち，Guangololo は現地確認できなかった。 

【Chantón】 

Chantón(N)と同(S)からなる。Padre Miguel 層群中に胚胎する脈タイプの鉱徴地である。既存資料

によれば，鉱種は Au である。 

Chantón(N)では，概略 200m 四方にわたって坑道が展開されている。母岩は強～中程度付加型

珪化し，弱～中程度セリサイト(K-Ar 法年代値=2.52±0.07Ma)化している。坑道中に石英脈は確認

できない。ずり中に石英脈が認められるが，金属鉱物は見られず，また石英は細粒である。Au 品位

は 775ppb であり，他の元素の品位は低い。 

Chantón(S)では，母岩は強～中程度セリサイト化･スメクタイト化し，弱～中程度付加型珪化してい

る。金属鉱物は見られない。坑道中に珪化脈が認められる。Au の最高品位は珪化脈の分析で得た

16.65ppm である。Au 以外の元素は低品位である。 

【Mina Marín】 

Padre Miguel 層群中に胚胎する，奥行き 5m の坑道 1 本からなる鉱徴地である。既存資料によれ

ば，鉱種は Au?である。坑道及び近傍(概略 5m 以内)では，母岩が強～中程度付加型珪化，中～

弱程度スメクタイト化している。坑道中に，石英脈，珪化脈，金属鉱石は認められない。既存資料で

は鉱種は Au?であるが，実際に出鉱されたか疑問である。近くに位置する Chantón(N)とは次の点で

類似している：1)Padre Migueｌ層群中に胚胎，2)フィロ珪酸塩粘土を伴う付加型珪化，3)金属鉱物を

伴わない，4)脈に乏しい。 

【Tepanguare】 
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Cerro el Palmar の北西麓の Matagalpa 層中に胚胎する鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種

は Ag，Pb，Zn である。鉱徴地内には横坑跡，立坑跡が多数認められる。そのうち，Mina de Rubi は

最も北側に位置する。Mina de Rubi には，20cm 幅のセリサイト(K-Ar 法年代値=24.7±0.6Ma)脈を

上盤側に伴った 60cm 幅の石英脈が露出する。石英脈は，極まれに閃亜鉛鉱，黄銅鉱を含む。

Mina de Rubi の流体包有物均質化温度は平均 267℃，塩濃度は平均 3.8wt%NaCl eq.である。鉱徴

地近傍の Cerro el Palmar に含角閃石石英モンゾナイトが露出する。角閃石の K-Ar 法年代測定値

は 23.2±0.6Ma で，Mina de Rubi の変質セリサイトのものと極めて近い。これらの年代値は，石英モ

ンゾナイトが Mina de Rubi 鉱化の関係火成岩で，鉱化時期が 24.0Ma 頃であるとことを示す。

Tepanguare では，Mina de Rubi 以外の旧坑で 18.4±0.5Ma の年代値を得ている。この年代値から，

Tepanguare における鉱化作用が 6Ma 程度継続(断続的かも知れない)した可能性が示唆される。 

【Coyolito】 

Valle de Angeles 層中に胚胎する鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Sb である。坑口は崩

落し，鉱床の詳細は不明である。鉱石鉱物は輝安鉱である。流体包有物の均質化温度は平均

158℃，塩濃度は平均 1.2wt%NaCl eq.である。鉱床母岩は黄鉄鉱鉱染，珪化，セリサイト(K-Ar 法年

代値=85.9±2.1Ma)化変質を示す。 

【El Playón】 

Valle de Angeles 層中に胚胎する鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Ag，Pb，Zn である。

坑口は崩落し，鉱床の詳細は不明である。鉱床母岩は，珪化，セリサイト(K-Ar 法年代値=6.4±

0.2Ma)化変質を示す。黄鉄鉱が層理に沿った破砕部に，少量の方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄銅鉱を伴っ

て，認められる。 

 

３－６ Aguanqueterique 地区 

３－６－１ 地質 

第 2 年次に地質概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-14 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Matagalpa 層，2)Padre Miguel 層群，3)沖積層である。Matagalpa 層

は，地区中央を中心に広く露出し，これをほぼ平坦な不整合面で覆って Padre Miguel 層群(K-Ar法

年代値=11.0±0.3Ma)が地区周囲の高地に分布している。Matagalpa 層の変質玄武岩から 10.3±

0.3Ma の K-Ar 法年代値を得ているが，変質の年代を示すものと思われる。 

 

３－６－２ 鉱徴 

Las Minitas，La Victorina の 2 鉱徴地が存在する。いずれも，現地確認できなかった。 
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３－７ Guasucarán 地区 

３－７－１ 地質 

第 1 年次に地質概査を，第 2 及び 3 年次 Río la Sonta 鉱徴地周辺で地質準精査を実施した。地

質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-15 図に示す。 

分布する地層は，下位から 1)Valle de Angeles 層，2)Matagalpa 層，3)Padre Miguel 層群，4)沖積

層であり，貫入岩に時代未詳花崗岩類，デイサイトがある。地区西部における前 2 者の分布は，

Padre Miguel 層群基底の不整合面の起伏によって支配されている。すなわち，本地区西部では漸

新世末期頃に大規模な浸食があり，Matagalapa 層の上面は起伏に富む風化面で特徴付けられるこ

ととなり，また一部では Matagalpa 層を完全に削り込み Valle de Angeles 層から成る丘陵が形成され

た。この起伏に富む風化面は Padre Miguel層群(K-Ar法年代値=16.3±0.4Ma)によって覆われたが，

第四紀の浸食により Valle de Angeles 層，Matagalpa 層の凸部の一部が露出するに至っている。一

方，地区東部では，Matagalpa 層上面の風化面は地区西部に比べて比較的平坦であり，また Valle 

de Angeles 層が露出するまでに至らなかった。このため，地区東部では地形的な低地に Matagalpa

層が露出している。 

 

３－７－２ 鉱徴 

El Naranjo，El Plomo，Guasucarán，La Minita，Moramulca，Poza del Motate，Río la Sonta の 7 鉱

徴地が存在する。これらのうち，El Naranjo，La Minita，Moramulca は現地確認できなかった。 

【El Plomo】 

Matagalpa 層中に胚胎する石英/粘土脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Ag，

Pb，Cu である。鉱石鉱物は，黄銅鉱，輝銅鉱，コベリン，孔雀石，珪孔雀石，閃亜鉛鉱，方鉛鉱，白

鉛鉱，黄鉄鉱である。Ag，Pb，Cu の最高品位は，それぞれ>100ppm，>1%，>1%である。Au の品位

も高く，最高>10ppm である。流体包有物の均質温度は平均 301℃，塩濃度平均 0.6wt% NaCl eq.

である。変質鉱物としてセリサイト(K-Ar 法年代値=12.6±0.3，10.8±0.3Ma)，スメクタイト，炭酸塩鉱

物，石英を伴う。鉱徴地内には，多数の旧坑が位置する。鉱徴地内にはデイサイト(K-Ar 法年代値

=16.4±0.2，16.6±0.2Ma)の貫入が見られるが，年代値から見て本鉱徴地の鉱化とは直接関係がな

い。 

【Guasucarán】 

Padre Miguel 層中に胚胎する鉱染タイプ/脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は

Ag である。鉱石鉱物は，黄銅鉱，閃亜鉛鉱，方鉛鉱，輝銅鉱，コベリン，四面銅鉱，黄鉄鉱であり，
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まれにセレンテルル，セレン水銀鉱を伴う。Ag の品位は>100ppm である。変質は，中量のカオリナイ

ト，多量の石英の生成に特徴づけられる。流体包有物の均質化温度は平均 181℃，塩濃度は平均

0.6wt% NaCl eq.である。本鉱徴地は大規模な珪化によって特徴づけられ，地形的には珪化岩が浸

食に選択的に抗して特徴的な小丘をなしている。 

【Poza del Motate】 

Padre Miguel 層中に胚胎する脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Au，Ag であ

る。付加型珪化で特徴づけられる。Au，Ag の品位はそれぞれ<5ppb，<0.2ppm であり，その他の金

属元素も低品位である。鉱石鉱物は黄鉄鉱である。 

【Río la Sonta】 

Río la Sonta は，Río la Sonta 川に東西約 500m 離れて位置する 2 つの旧坑(第 II-16 図上)を中心

とした鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Au，Ag?である。上記 500m 区間では，母岩の

Matagalpa 層が，部分的に電気石化により黒色斑が形成されるものの，全体に強度の付加型珪化及

び中～弱程度のセリサイト(K-Ar 法年代値=19.1±0.5Ma)化を受け脱色されている。旧坑では網状

石英脈が発達し，黄銅鉱，閃亜鉛鉱，黄鉄鉱，針鉄鉱からなる鉱石鉱物が少量認められる。Au，Ag

の最高品位はそれぞれ 105ppb，8ppm，Cu，Pb，Zn の最高品位はいずれも概略 400ppm である。西

側の旧坑産の石英脈は，流体包有物の均質化温度が平均 330℃(最高 382℃)，塩濃度が平均

4.0wt% NaCl eq.である(西側旧坑のすぐ西方では暗灰色安山岩が部分的に分布しており，低塩濃

度の天水が比較的多く流れ込む環境で石英脈が晶出した可能性がある)。 

Río la Sonta が熱水タイプの鉱徴地であるとすると，深熱水タイプと判断される。その一方，既存資

料では本鉱徴地にポーフィリーカッパータイプの可能性が指摘されている。ここで，この可能性を指

示する幾つかの特徴を指摘する。上記の流体包有物の均質化温度は，この可能性を指示している。

変質作用の点からもこの可能性は指示される。すなわち，Río la Sonta は，上記 500m 区間を中心と

した広範囲(4km 四方以上)の変質ハロー((内側)セリサイト帯→スメクタイト･緑泥石帯(外側))を伴っ

ている(第 II-16 図上)。この変質帯の規模はポーフィリーカッパー鉱床に伴う変質帯に匹敵し，その

構造はポーフィリーカッパー鉱床で貫入岩から外側に向かって見られるセリサイト化帯→プロピライト

化帯の構造に対比できる。 

今仮に Río la Sonta がポーフィリーカッパータイプと仮定すると，セリサイト帯内のカオリナイト帯に

は同タイプ鉱床で貫入岩上方に形成される Lithocap の一部として形成された可能性が考えられる

(第 II-16 図下)。この観点は El Carrizal 付近のディッカイト帯にも適応できる。ディッカイト帯を

Lithocap とした場合，その直下には Río la Sonta 川の下方に潜在が想定される貫入岩とは異なる貫

入岩体の潜在が，ディッカイト帯の直下に推定できる(第 II-16 図下)。 
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３－８ Cedros 地区 

３－８－１ 地質 

第 1 年次に概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-17 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Cacaguapa 層群，2)Honduras 層群，3)Yojoa 層，4)Valle de Angeles

層，5)Matagalpa 層，6)Padre Miguel 層群，7)沖積層であり，貫入岩に San Ignacio(サンイグナシオ)

花崗閃緑岩，斑状安山岩，流紋岩がある。地区は Padre Miguel 層群に広く覆われ，同層群の浸食

域を通して同層群より下位の複雑に褶曲した地層が露出している。Cacaguapa層群は地区北東部の

Anticlinal los Portillos(ロスポルティージョ背斜)の北東方に，Honduras 層群は同背斜の軸部及び南

西翼部に分布する。Yojoa 層は，同背斜の南西方から，地区南西部の Sinclinal Suyatal(スヤタル向

斜)の翼部にかけて分布する。Valle de Angeles層は同向斜の軸部に分布する。Matagalpa層は地区

中央～南部に露出する。San Ignacio 花崗閃緑岩は Anticlinal los Portillos の軸近くに分布する。斑

状安山岩及び流紋岩は El Carmelo 南方～西方に分布する。 

 

３－８－２ 鉱徴 

El Carmelo の 1 鉱徴地が存在する。 

【El Carmelo】 

Padre Miguel 層群中に胚胎する鉱染タイプ/脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種

は Au，Ag，Pb である。鉱石鉱物は，自然銀，輝銅銀鉱，黄銅鉱，コベリン，閃亜鉛鉱，方鉛鉱，白

鉛鉱，重晶石である。Au，Ag，Pb の最高品位はそれぞれ 145ppb，>100ppm，>1%であり，As，Sb，

Zn品位も高く最高品位はそれぞれ 3420ppm，1290ppm，>1%である。付加型珪化を伴い，石英，トリ

ディマイトが生成している。 

 

３－９ Valle de Angeles 地区 

３－９－１ 地質 

第 1 年次に概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-18 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Cacaguapa 層群，2)Honduras 層群，3) Tipo Río Manto 層，4)Yojoa

層，5)Valle de Angeles 層，6)Matagalpa 層，7)Padre Miguel 層群であり，地区北部には大規模に時

代未詳火成岩が貫入している。このうち最も広く分布するのは Valle de Angeles 層で，その分布は地

区南半分の大部分を占め，北東方に伸びて，地区北東端に分布する Yojoa 層分布域に達する。下

位の Honduras 層群は Valle de Angeles 層の西縁にほぼ沿って分布し，一部に Cacaguapa 層群の岩
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なかった。 

【Güinope】 

Padre Miguel 層群中に胚胎する脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Au，Ag で

ある。鉱石鉱物は，針鉄鉱，Mn 酸化物である。珪化(クリストバル石)，粘土(セリサイト/スメクタイト混

合層鉱物)化変質を伴う。 

【Yuscarán】 

Matagalpa 層中に胚胎する石英脈/粘土脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Au，

Ag，Pb，Zn，Cuである。鉱石鉱物は，自然金，硫化鉱物である。Au，Ag，Pb，Zn，Cuの最高品位は

それぞれ，>10ppm，>100ppm，>1%，>1%，361ppmである。珪化(石英)，カリ長石化，粘土(カオリナ

イト，スメクタイト，セリサイト，セリサイト/スメクタイト混合層鉱物)化変質を伴う。鉱床近傍でのカリウム

付加作用は著しく，Matagalpa層の安山岩が脱色され，斜長石斑晶がカリ長石に置換されている。カ

リ長石化変質は，本調査地域中では Yuscarán 鉱徴地だけに見られる特徴的な変質である。変質セ

リサイト，変質セリサイト/スメクタイト混合層鉱物の K-Ar 法年代値は，22.6±0.6Ma，23.3±0.6Ma で

ある。流体包有物の均質化温度は平均 210～235℃，塩濃度は平均 0.3～1.6wt% NaCl eq.である。 

 

３－１１ Higuero Morado 地区 

３－１１－１ 地質 

第1年次に概査を，第2年次に準精査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-20，

21 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Honduras 層群，2)Yojoa 層，3)Valle de Angeles 層，4)Matagalpa 層，

5)Padre Miguel 層群 4)沖積層である。本地区では，中生界が基盤として広く広がり，地区北西部～

南東部にかけて西側から Padre Miguel がこれを被覆する構造となっている。中生界の大半を占める

のは，Honduras 層群である。本地区の Honduras 層群中には，海成堆積物層の他に安山岩層

(Andesita Hoya Grande，ホヤグランデ安山岩)も広く認められる。Honduras 層群に次ぐ規模を持つの

は Valle de Angeles 層で，両者は主として断層(NW-SE 系，NNE-SSW 系)で接し，Honduras 層群が

地区北部～東半分に，Valle de Angeles 層が地区中央部～南部を占めている。Yojoa 層の広い露出

は地区東部の Honduras 層群分布域中に認められる。同層は，転石の分布から地区北西部にもある

程度まとまって分布すると推定されるが，露出が確認できるのは El Bosque 鉱徴地周辺の小規模な

範囲に限られる。Matagalpa 層の分布は極狭く，Las Jaguas 鉱徴地付近に限られる。 

 

３－１１－２ 鉱徴 
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El Bosque，El Jute，Higuero Morado，Las Jaguas(E)，Las Jaguas(W)の 5 鉱徴地が存在する。 

【El Bosque】 

Yojoa 層中に胚胎する脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Pb?，Zn?である。鉱

石鉱物には針鉄鉱，鱗鉄鉱しか確認できないものの，Cu，Zn の最高品位はそれぞれ>1%，3.51%

に達する(Pb は低品位)。珪化(石英)，粘土化(緑泥石，セリサイト，スメクタイト)変質を伴う。 

【El Jute】 

Hoya Grande 安山岩層中に胚胎する石英脈タイプの鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は

Au，Ag，Cu，Pb である。鉱石鉱物は，黄銅鉱，珪孔雀石，黄鉄鉱，赤鉄鉱，針鉄鉱である。Cu の最

高品位は>1%に達するが，その他の金属元素は低品位である。流体包有物の均質化温度は平均

150℃，塩濃度は平均 4.9wt% NaCl eq.である。珪化，粘土化(緑泥石)，炭酸塩化変質を伴う。 

【Higuero Morado】 

Honduras 層群の砂岩頁岩中に胚胎する鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Ag，Pb，Zn

である。鉱石は母岩中に層状～鉱染状に分布し，閃亜鉛鉱，方鉛鉱，白鉛鉱，黄鉄鉱，黄銅鉱，コ

ベリン，針鉄鉱，白鉄鉱から成る。Ag，Pb，Zn の最高品位はそれぞれ>100ppm，7.79%，8.65%であ

る。緑泥石，粘土化(パイロフィライト)変質を伴う。 

【Las Jaguas(E)】 

白亜系デイサイト･同質溶結凝灰岩(Valle de Angeles 層中のレンズ?)中に胚胎する脈タイプの鉱

徴地である。既存資料によれば，鉱種は Ag，Pb，Zn である。鉱石鉱物は，黄鉄鉱，針鉄鉱である。

Ag，Pb，Zn の最高品位はそれぞれ 6.8ppm，4530ppm，3460ppm である。珪化(石英)，粘土化(セリ

サイト，緑泥石)変質を伴う。変質セリサイトの K-Ar 法年代値は 80.5±2.0Ma である。 

【Las Jaguas(W)】 

Matagalpa 層中に胚胎する鉱徴地である。既存資料によれば，鉱種は Ag，Pb，Zn?である。金属

元素はいずれも低品位である。 

 

３－１２ Agua Fría 地区 

３－１２－１ 地質 

第 1 年次に概査を実施した。地質図･地質断面図･鉱徴地位置図を第 II-22 図に示す。 

分布する地層は，下位より 1)Honduras 層群，2)Valle de Angeles 層，3)Padre Miguel 層群，4)沖積

層であり，地区南縁部には時代未詳貫入岩が貫入している。最も広く分布するのは Honduras 層群

で，地区の南縁部以外を占める。 
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第５章 鉱徴のタイプ 

 

５－１ 鉱徴の分類 

第 II-5 表に，第 II 部第 3 章で述べた鉱徴地の諸特徴をまとめた。同表を検討し，鉱徴のタイプ分

けを行った。鉱徴タイプの分類基準の一部を第 II-6 表に示す(複雑な特徴を有するポーフィリーカッ

パータイプは同表から除いた)。分類結果は，第 II-5 表には併せて示した。本地域で識別できた鉱

床のタイプは以下のとおりである。 

(1)Orogenic Gold タイプ 

(2)Sedex タイプ 

(3)ポーフィリーカッパータイプ 

(4)スカルンタイプ 

(5)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb) 

(6)Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Au) 

(7)High-sulfidation 浅熱水タイプ 

(8)中熱水タイプ 

(9)深熱水タイプ(?) 

 

５－２ 鉱床生成区 

前節で判定した鉱床タイプの分布を，第 II-24 図に示した。同図には，1)Orogenic Gold タイプ，

2)Sedex タイプ，3)ポーフィリーカッパータイプ，4)スカルンタイプ，5)熱水タイプの各推定鉱床区の範

囲を太線で併せて示した。 

(1)Orogenic Gold は Honduras 層群中に分布し，同層群の分布域には更なる Orogenic Gold タイプ

鉱床の存在が期待される。 

(2)Sedex タイプは，Honduras 層群中，Todos Santos 層中(?)に分布しており，これらの地層の分布域

には，更なる Sedex タイプ鉱床の存在が期待される。 

(3)ポーフィリーカッパータイプは，Gausucarán 鉱徴地(同鉱徴地は Lithocap である可能性が高い)以

南に分布する。 

(4)スカルンタイプは，Yojoa 層中，Valle de Angeles 層中の Jaitique 層中に分布しており，これらの石

灰岩分布域には，更なるスカルンタイプ鉱床の存在が期待される。 

(5)熱水タイプは，調査地域全体にわたって分布する。このうち，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)は 

Comayagua 以西(すなわち，Honduras Depression 以西)に限られる。 
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５－３ 鉱床生成期 

 本地域で識別した鉱徴タイプのうち，スカルンタイプについては鉱床生成期が白亜紀以降であるこ

とは確実であるが詳細不明である(本節末照)。しかし，その他のタイプについては，K-Ar 法年代測

定の結果(第 II-7 表)及び母岩の年代から鉱床生成期が比較的詳細に特定できる。すなわち，以下

のとおりである。 

Honduras 層群中(ジュラ紀～白亜紀前期)に同生的に胚胎する Orogenic Gold タイプ(Palmilla)が

最も古い。これと同時期ないしこれについで古いのは，Honduras層群及び下部白亜系Todos Santos

層中(?)に同生的に胚胎している Sedex タイプ(Higuero Morado，Las Animas)である。 

白亜紀後期(85.9±2.1Ma 以降)には，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)(Coyolito)，同(Au)(El 

Rosario，Vueltas del Río)，中熱水タイプ(Las Jaguas)が生成している。 

暁新世～漸新世には，中熱水タイプ(Matasano)が生成しているが，これはむしろ例外的で，この

期間は鉱床生成に乏しかった時期と考えられる(第 II-25 図)。 

中新世には，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)(El Durazno)，High-sulfidation 浅熱水タイプ(San 

Martín)，中熱水タイプ(El Playon，Tepanguare，El Plomo，San Antonio de Oriente)，深熱水タイプ

(?)(Río la Sonta)，ポーフィリーカッパータイプ(Río La Sonta(?)，Los Lirios)等様々なタイプの鉱床が

生成している。このうち，Low-sulfidation 浅熱水タイプ(Sb)とポーフィリーカッパータイプとは生成時

期を同じくしながらも明確に分布域を異にしており，鉱床タイプと分布域との間に何らかの関係があ

ることを示唆している。 

鮮新世以降は，再び鉱床生成が不活発になるが，Honduras Depression 近傍に Low-sulfidation

浅熱水タイプ(Au)(Chantón)の生成が見られる。 

第 I 部第 3 章第 1 節で述べたホンデュラスが乗る Chortis ブロック(カリブプレート北西端の地塊)

のプレートテクトニクス環境(第 I-4 図(Anderson and Schmidt，1983)参照)から，調査地域の鉱化作用

を概観すると以下のように整理できる(第 I-26 図)。 

片岩を主とする Honduras 層群は付加体で生成されたと考えられるので，ジュラ紀の始め Chortis

ブロック西方には海溝が位置していたと考えられる。海溝における Honduras 層群の付加作用に伴っ

て，付加体深部から金を含む溶液が高角度逆断層に沿って上昇，浅部で金を沈澱させ，Orogenic 

Gold 鉱床が Honduras 層群内に生成した。なお，付加体を形成した海溝における海洋プレートの沈

み込みは，同時に火成活動を起こした考えられる。Hoya Grande 安山岩の噴出は，この沈み込みに

よるものである。 

ジュラ紀中期以降，Chortis ブロックの西方に海嶺が出現した。Chortis ブロックは，海嶺における
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海洋底の拡大によって東進を開始する。同時に，このテクトニクスの変化により，Chortis ブロックは圧

縮の場から引張の場に変化した。海底面を形成していた Honduras 層群及び Todos Santos層は正断

層により切断された。切断面に沿って，海底下から，Pb，Zn，Ba に富んだ溶液が海底面上に噴出し，

Sedex 鉱床が形成された。海洋底の拡大は白亜紀後期(85Ma 頃)まで続くが，Sedex 鉱床の形成は

白亜紀中期以前には終了した(おそらく，再び圧縮の場に転じたためであろう)。 

白亜紀後期(85Ma 頃)，Yaqui ブロック及び Maya 西ブロックの西方に位置していた海溝が南方に

拡大し，Chortis ブロックの西方に海溝が出現した。海溝では，西方から押し寄せる海洋プレートが

沈み込んだ。この沈み込みに伴い，Chortis ブロック内では火成活動が開始し，この火成活動を背景

に本調査地域内の熱水鉱床，ポーフィリーカッパー鉱床が生成した。石灰岩が賦存する場所では，

スカルン鉱床が生成した。なお，海洋プレートの沈み込みは一様ではなく，時代によって沈み込み

の状況(速度，角度等)が変化した。この変化は，Chortis ブロック内の火成活動の変化，さらに鉱化

作用の活発化/不活発化をもたらしたと考えられる。古第三紀(暁新世～漸新世)及び第四紀は，鉱

化作用の不活発な時代に相当する。 
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